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当組合のシンボルマークは、群馬県信用組合のイニシャル“G”が上昇していく形です。	
　これは地域社会と当組合がともに発展し、成長していく姿を表しており、“G”が形づくる円形とその動きは、それ
を実現していくために、当組合が柔軟かつ、きめ細かに地域を応援させていただく姿勢を示しております。
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ごあいさつ

皆さま方におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素は群馬県信用組合をお引き立ていただき、誠にありがとうございます。
当組合は「創造と貢献」を経営理念に掲げ、地域の皆さまとのふれあいを大切にし、地域社会
の活性化や地域の皆さまの豊かな暮らしづくりに貢献することを使命と考え、日頃から業務に取
り組んでおります。

このたび、「けんしんようの現況２０２０」を作成し、当組合の経営方針や業績内容等につい
てご報告いたしますので、ご高覧いただければ幸いに存じます。

令和１年度の国内経済につきましては、前半までは前年度から続く雇用・所得環境の改善が見
られておりましたが、１０月の消費税引き上げにより消費にかげりが見え始め、年明け以降は新
型コロナウイルス感染症の感染拡大による経済活動の停滞が、急速な景気悪化を招きました。
金融面におきましても、金融緩和政策の継続などにより金融機関の利鞘縮小が続く中、景気悪
化に伴う与信費用の増加も見られ、経営環境がますます厳しさを増した年でありました。

こうした中、令和１年度における当組合の活動につきましては、「長期経営計画『クォリティ・
アップ』」に基づいて平成３０年４月からスタートさせた３年計画「第２次中期経営計画『クォ
リティ・アップ２nd ステージ』」が２年目を迎える中、当組合の経営ビジョンである「お客さま
のご要望に素早く適確にお応えするため、誠意と熱意とフットワークで行動する金融機関になる」
を達成すべく、全役職員が一丸となってさまざまな施策に取り組みました。
また、「持続可能なビジネスモデル【収益確保】の構築に向けた取り組み」をテーマに掲げ、
人口減少や長期金利のマイナス化など経営環境が一層厳しくなっていく中においても存続が可能
なビジネスモデルを構築するため、収益改善や経費削減などに積極的に取り組みました。

今年度は、「第２次中期経営計画『クォリティ・アップ２ndステージ』」の最終年度となります。
当計画を完遂させるため、今年度は次の取り組みを柱とした事業を行ってまいります。
１．持続可能なビジネスモデルの構築のための、大胆な構造改革（店舗内店舗制度の導入、お
客さま支援態勢の強化など）。

２．安定的な収益を確保していくための、貸出金残高の伸長（期末残高８５０億円の達成）。
３．今後も感染再拡大が予想される、新型コロナウイルス感染症への対応（お客さまおよび役
職員の感染防止、取引先への積極的な金融支援など）。

これらの取り組みをひとつひとつ着実に実践していくことで、地域に必要とされる金融機関、お
客さまから最初にご相談いただける金融機関となれますよう、努力してまいる所存でございます。
皆さま方におかれましては、一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
 令和 2年 7月

理事長新野　正行
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